
月 26 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

役場庁舎周辺地区の整備
№

5

平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 11

部章節№ 第1部 第2章 第3節 評価担当部 建設部
関連部局 総務部

総合計画書掲載頁 58 頁 記載責任者

施策の目的
（基本方針）

行政・文化機能の集積する役場庁舎周辺地区を町の中心地として位置づけ、住民生活の利便性
を高めるための整備を進めます。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

○ 町の中心部である役場庁舎周辺地区は、町役場、保健センター・福祉センター、文化会館、
消防庁舎、商工会館、愛川北部病院が集積しており、住民の生活支援・交流の場としての中心
的役割を果たすことが期待されている。

平本和男

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 自然と調和した快適なまちづくり

施策の分類【章】 都市的魅力の創出

法令・制度
の変更

施策の課題

○ 役場庁舎周辺地区においては、現在の機能集積をいかし、施設の更新等と合わせながら、少
子・高齢化に対応した住民の生活利便性を高めるための機能強化を推進することが課題となっ
ている。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『役場庁舎周辺地区の整備』について
「満足」と感じる住民の割合

37.4 ％ 44.1 ％ 42.0 ％ A

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

－

－

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

－

－

－



№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

1 役場庁舎周辺地区の整備 A

A

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 A 活動指標評価 － 進捗状況調査結果

７ 今後の方向性

方向性 ■ 現状維持 □ 一部見直し

・役場庁舎周辺地区の整備については、「役場庁舎周辺地区整備構想」に基づき、平成25年
10月、それまで建物の老朽化や保健需要の増大への対応を求められていた旧保健センターを
建て替えし、あらたに「健康プラザ」として、新設オープンし、保健機能の充実強化が図られ
ている。
・平成26年度においては、昭和57年に建設された文化会館の外壁等改修工事を施工してお
り、施設の長寿命化を図っており、さらに、現在、文化会館内に設置している図書館につい
て、住民ニーズ等を踏まえ、単独施設として建設するための「図書館構想づくり」を平成25
年度から進めているなど、進捗状況は、概ね良好と考える。

総合評価

A 良好と認められる施策です。
（自動判定）

改善案
などの
内　容

役場庁舎周辺地区整備構想において、中央公園が未着手となっていることから、今後、防災空
間機能も兼ね備えた地区のシンボルとなる公園として、既存公共施設との関連や利用者の利便
性、財政状況などを総合的に勘案した中で、研究していく必要がある。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

所管部の方向性のとおり

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (2) 住民や関係地権者などの参画による整備手法の検討 都市施設課 26年度 A

1 (1) さまざまな機能が集積した魅力あるまちづくりの推進
都市施設課
管財契約課

26年度 A

役場本庁舎の建て替えの検討 管財契約課 26年度 A1 (3)


